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　4月も下旬に入り春の陽気が続いている処、ところに

よっては25℃を超えて早々夏日の処もあるようです。

桜の方も先週はまだ存分に楽しめましたが流石にここへ

来て花も落して葉桜になってきています。今は桜前線は

北上して東北、北海道の方で桜が開花を迎えているよう

です。

　桜の時期、地元の桜だけでなく、いろんな所の有名な

桜を見るのが私のひとつの楽しみです。日本五大桜と云

って5つの有名な桜がありますが、これまで3つ見た処

です。日本と云われる福島三春の滝桜、おとなり山梨の

最高樹齢を誇る山高神代桜、そして富士山麓、源頼朝ゆ

かりの狩宿の下馬桜です。今年も先日、わざわざ奈良県

まで有名な桜2本を見に行ってきました。1つは大宇陀

地方にある又兵衛桜、戦国武将 後藤又兵衛ゆかりの桜

で樹齢300年程　西の滝桜とも云われるシダレ桜の巨木

です。岡谷湊の船魂神社のシダレ桜は土石流でも生き

残った桜の3倍位のボリュームがある見事な桜です。も

う一本は仏隆寺の千年桜と云われ樹齢1000年、根廻り

7.7m、全国の桜の巨木の中でも10指に入る巨樹です。

桜は根も浅く、虫も付き易い。それ故に樹齢はせいぜい

100年止りで数百年、千年となると、これは奇跡に近い。

千年もの間美しい花を咲かせてきたと思うとこれはもう

神に他ならない真に神木だと感じた次第です。

　さて、今日の卓話はロータリー財団委員会が担当にな

りますが、ゲストは岡谷市教育委員会教育長の宮坂享様

です。今 川岸学園が整備中であり 又、学校教育を取り

巻く諸課題に囲まれて大変ご苦労されているかと存じま

す。本日は卓話よろしくお願いいたします。

 ・5月23日(土) 岡谷エコー RC1500記念例会・富士宮西

　RC合同例会

　ご家族参加に変更、是非多くのご参加をお願い致します。

　マリオのバスにて送迎を予定、詳細が後日ご連絡します。

 ・5月14日　2クラブ合同ゴルフコンペ

 ・ガバナー補佐推薦状をお送りしていますのでご確認く

　ださい。

 ・4月27日(月)準法定休日、5月4日こどもの日で法定休日

 ・次回例会は5月11日(月)　例会後に36期第15回理事会

　開催

◆次年度 幹事報告

 ・第30期自然の玉手箱 保護者説明会　4/17開催

 ・地区より次年度米山奨学生交流クラブの依頼　※承諾

　世話クラブ　松本南ロータリークラブ

　米山奨学生　麥 穎兒（ﾏｸ ｳｨﾝｸﾞ ｲ）さん（中国）

 （所属大学） 信州大学 応用経済 学部３年

《環境保全委員会》

 ・5月24日（日）　諏訪湖一斉清掃　集合5時50分（1時

　間程度）　小雨決行　エコージャンパー着用

《職業奉仕委員会》

 ・市内中学校出前講座　1回目 5/8 岡谷南部中学校（講

　師：木村委員長）　2回目 5/21（5/1〆切）　

《社会奉仕委員会》

 ・4月17日（金）第30期自然の玉手箱　保護者説明会実

　施　4年 6名　5年  13名　6年  7名　計26名

 ・5月9日　第1回目自然の玉手箱　湊地区（浅間神社　

　336段階段・船魂神社災害伝承の碑）　　

 ・今年度　7回実施予定

◆「川岸学園開校に向けて」 

　　　　　　　岡谷市教育委員会 教育長　宮坂  享 様

　　　　　　　担当：ロータリー財団委員会

1. めざす学園のイメージ

　異年齢の子どもたちが繋がる「新たな学び舎」の創出

を図る

 ・少子化が進む社会に適応した「魅力地活力ある学校づ

　くり」を推進、

 ・川岸小四大規模改修工事に併せ小中の施設を接続し9

　年制の義務教育学校へ移行

 ・「岡谷市保育園整備計画」に基づき、校地内に公立幼

　保連携型認定こども園を併設
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◆委員会・同好会報告
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ラッキーナンバー・ニコニコＢＯＸ・出席報告

今週のプログラム

次週のプログラム

3. (現在検討中))グランドデザインから

川岸学園の教育の特色 【学校デザイン部会】

学校教育目標「自立し共生し幸せな未来を拓く」 「慣れ」

と「しみ」

探究的な学び………「笑顔虹色タイム」「花咲く丘プロ

　ジェクト」 地域と繋がる

子どもが主体の授業づくり・・・対話、個別最適、自ら

　取組む家庭学習へ

自己肯定感・自己重要感の向上・・・児童生徒主体、児

　童会・学友会の充実、自主的活動

誰一人取り残されない学校・・・人権教育の充実、イン

　クルーシブ教育、多様性を包み込む

教職員も共育ち・・・児童生徒理解、学び続ける教師、

　チーム、ワークバランス

地域と「共育ち」の学び舎・・・コミュニティスクール、

　地域学校協働本部、PTA活動

自然学習広場・・・園児や児童が自然を感じながら遊ん

だり学んだりできる「自然学習広場」を設ける。

第2体育館跡地の高台に造成。木製チップを敷き詰めた

回遊路や木製遊具、畑を設ける他、川岸地区の象徴でも

ある躑躅を植栽する。

「学校デザイン部会」以外の4つの部会

【学校生活部会】 制服検討⇒生徒主体で検討を進める 

R10以降に

【地域コミュニティ・PTA会】 会費の見直しと調整、会

則等の作成

【施設部会】第2期工事　R9.3月の引越計画、安全対策

【こども園部会】 交流の成果、今後の計画

終わりに

 ・歴史的な場面に立ち会える幸せ（富士見中創立,岡谷

　小閉校 そして今回の川岸学園設立）

 ・自然の玉手箱子どもたちの豊かな学び育成に多くのサ

　ポートに心より感謝。皆様のお支えを引き続き宜しく

　お願いします。　

めざす学園の方向性をイメージ化

(1)義務教育学校一小学校と中学校を区別せず、一人の

　校長、一貫した教育方針のもと、9年間にわたる教育

　課程を実践する学校

(2)公立幼保連携型認定こども園の整備を開設･･･こども

　園」は保育認定と教育認定の子どもたちを同時に受け

　入れることができる施設、幼児期の子どもをもつ家庭

　の多様なニーズに対応するとともに、幼児教育の 充

　実を図ることができる。

(3)併設のメリット・小学校入学時の不適応(小1プロブ

　レム)の解消、緩和を図るとともに、幼保小中が有機

　的に繋がる県境を整備し、日常の交流や連携によって

　子どもたちの豊かな情操を育むことができる。

2. 現在までの事の状況と完成施設のイメージ

(1)現在の進捗状況

・工事一川岸学園整備第1期　既存校舎解体工事

　第2期 川岸小学校校舍大規模改修(長寿命化)　接続　

　棟、渡り廊下新築工事⇒基礎工事、鉄骨組み

 ・1 ～ 5年生 プレハブの仮校舎で 6年生 西部中の校舎

　で

 ・4/13.15 学校訪問 新卒や新任職員を迎え、落ち着い

　た授業や学校生活を送る

(2)完成施設のイメージ

①義教育学校

②認定こども園

　　　　　　　　　　5月11日㈪  PM0:30 

マリオ／卓話　田中輝明会員 職業分類・会員選考

　　　　　　　　　　5月18日㈪  PM0:30 

マリオ／卓話　長野サンダーバーズ 吉川守様

▪ラッキー NO.82　小島善之会員
▪ニコニコＢＯＸ　28件　31,000円
　会員数 49名　出席 32名　欠席 17名
　出席率 65.3％　　前々回訂正 81.6％

ニコニコするメッセージをお寄せ下さい


